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はじめに 

 
 2009 年 6 月に「長期優良住宅の普及の促進に関する法律」が施行され、戸建て木造住宅

の認定に関しては順調な滑り出しを見せているという。しかしながら、現行の認定基準は

約 30 年前に実施した旧建設省の「耐久性総プロ」を技術的なベースとしており、現代の木

造住宅の造り方から見た場合には多くの検証すべき課題がある。例えば、気象の変動や新

しい外来シロアリの出現などによる腐朽菌やシロアリなどの劣化外力を再評価しなければ

ならないし、当時は出現していなかった新しい構法も普及している。また、木造住宅を長

期の使用に供するための基本となる木材、木質材料、接合部材（金物等）などに必要とさ

れる材料等の品質や耐久性に関する要件は、必ずしも明確となっていない。さらには、長

期優良住宅が想定する耐用年限の耐久性を確保するには、こうした建材が劣化し必要な強

度、性能を保持できなくなる前に点検を行い、交換する等の措置が必要になるが、交換が

容易に行えない場合も少なくない。 
 適切な長期優良住宅の普及を推進するためには、以上のような点について技術的な資料

を収集し、必要に応じて改善点、修正点の根拠となる知見を蓄積した上で、あるべき認定

基準の枠組みや方向性、そしてその具体的な内容を提示していく必要がある。 
 本報告書は、以上のことを背景として、長期優良住宅における耐久性上の現行認定基準

の根拠となっている技術的知見について現代的な視点から再検証を行うことを目的に、以

下の各項目について検討を加えた結果を中心に、最終年度報告としてとりまとめたもので

ある。 
 第 1 章では、本事業の背景、目的を明らかにするとともに、検討項目を抽出した上でそ

の検討体制を明らかにした。 
第 2 章では、木造住宅の主たる劣化外力となるシロアリと腐朽を取り上げ、ヤマトシロ

アリおよびイエシロアリの生息北限を調査するとともに、気象データとの関係性について

検討を加え、それらの結果からヤマトシロアリとイエシロアリの被害北限に関する知見を

まとめた。また、建築加害菌を明らかにするために、解体建物から採取した腐朽被害材に

ついて次世代シーケンサを用いた DNA 解析手法により菌の同定作業を行った。 

第 3 章では、従来必ずしも明らかでなかった各種木材保存処理の耐用性を明らかにする

ことを目的に、シプロコナゾールを対象に昨年度までの実験方法を改良した実験を行い、

曝露温度と有効成分の減少量との関係を明らかにした。 

第 4 章では、住宅設計者の立場から各地の新構法の劣化上の問題点を探った資料および

それらを FTA 分析した結果などをもとに、劣化現象とその原因および設計・施工時点で取

るべき対策、留意点について設計・施工マニュアルを作成するための資料を得た。 

第 5 章では、接合部試験体をナミダタケにより強制劣化させた接合部モデル試験体を用

いて、従来明らかでなかった接合部の劣化が構造耐力に与える影響およびその非破壊によ

る検出方法を検討した。 



第 6 章では、昨年度の知見に加える補足データを採取した。最終年度の成果として、湿

潤環境と乾湿繰り返し環境の 2通りに分けて、許容される水分量の値を示し得た。 

第 7 章では、これまでの検討で得られた知見を検証・補足するために、天井断熱材に付

属する防湿層と本来の防湿層との透湿抵抗値の比較実験などを行い、最終的な成果物とし

て、建設地域、外壁通気層の有無、天井気密などの条件別の必要小屋裏換気口面積につい

て現行基準値との比較表を得ている。 

第 8 章では、接合金物・接合具の耐久性基準を明らかにすることを最終目的に、全国 4

箇所において保存処理木材 16 種と金物防錆処理 18 種の組み合わせに関する屋外曝露試験

と耐湿試験を継続実施するとともに、室内空間における曝露実験を実施し、使用環境別の

発錆度の違いを検証している。それらの結果から、木造住宅接合金物防錆処理のあり方を

使用環境別に示す基礎資料を整備し得た。 

第 9 章では、長期優良住宅の維持保全計画のあるべき形を明らかにすることを目的に、

昨年度に実施した実態調査の追加調査として、維持保全計画の作成方法、点検周期の決定

方法、地域性への考慮の有無および今後の展望などについてアンケート調査を実施した。

また、大手ハウスメーカーから提供された維持管理データを解析し、地域別不具合発生頻

度やその変遷、さらに地域別維持管理コストなどを明らかにした。最後に、最終年度とし

て、これらの資料および他 TGの検討成果をもとに、長期優良住宅の維持保全計画立案上考

慮すべき因子などについて提案した。 

 

 本年度は、各 TG とも昨年度に引き続き実験、調査を継続するとともに、本研究プロジェ

クトの最終年度として、最終成果物を得るべく作業を行っていただいた。これらの中には

研究実施期間中に当初の目標を達成できたものもある一方、様々な事情から未だ最終到達

点に達していないものもある。残された課題については、今後、その内容を精査するとと

もに、当初の成果物を得るための方策について継続して検討していく必要があると考えて

いる。 
 いずれにしても、多岐にわたる問題を解決すべく各種の検討作業を実施していただいた

TG 担当者各位に、この場を借りてお礼申し上げる。 
 

平成 26 年 3 月 5 日 

 

耐久性分科会 

主査 中島正夫 
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